
事件後、経験すること

被害者に「事件後にどのようなことが起きましたか」と聞きました。
犯罪被害者等の状況 0% 10% 20% 30% 40%

被害者本人　
被害者の家族　

4.0%

26.1%
27.8%

24.1%
20.6%

22.4%
38.4%

18.8%
14.0%

15.6%
16.9%

11.6%
9.7%

11.1%
10.3%

11.1%
12.6%

8.8%
16.0%

6.5%
9.2%

4.3%
5.2%

3.0%

友人や知り合いから無神経なはげましを受けた

捜査のときに気配りのない対応をされた

加害者から謝罪を受けた

捜査や裁判に関わったり、意見を言ったりした

家族がぎくしゃくした

心や体の不調や、裁判によって仕事を続けられなくなった

地域で無責任なうわさを立てられた

事件のことをめずらしがられて近所の人からジロジロ見られた

自分の意志にかかわりなく、捜査や裁判がすすめられた

裁判所で気配りのない対応をされた

地域の人々から距離をおかれた

まちがった報道をされた

　犯罪被害にあうと、心に深い傷を負いながらも、
捜査や裁判など、さまざまなことに関わらなければなりません。
　今まで経験したことのない複雑な手続きをしたり、
多くの人に事件について話したりすることは
被害者にとって大きな負担です。

事件によって、犯罪の被害にあった人や
その家族の生活が変わってしまうことが分かります。

06


